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北方に何ごとぞ

雲　雲を引具して空を急いだ

街

街は雨の喪服

街はとほい

街は沈む

アンテナは潜望鏡をまねて雲を観た

北方に何ごとぞや？

欅は丘で街を観た

欅は終日いちにち　雲を迎へて雲を送つた

欅は終日　濡れる街を眺めてゐた
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